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（Kyodo News）http://www.boston.com/bigpicture/2011/03/massive_earthquake_hits_japan.html

東日本大震災
2011/3/11
大地震(M9.0) + 津波 + 原発事故
被害エリア:  
 ICTインフラの破壊
 携帯基地局の機能停止：29,000 （かなりの部分は停電による）
被害エリア以外: 
 携帯電話の輻輳: 通常の50~60倍
 事業者による通話制限 80~90%(最大)    
⇒ いざという時に頼りになるICTを！ 21/27/2017



NICT耐災害ICT研究センター(仙台)

3

 東日本大震災の教訓を生かすため、「情報通信ネット
ワークの耐災害性強化の研究開発」実施のための被災地
における産学官連携研究拠点として設置（H24.4)

 センター設立の目的
産学官連携の研究開発拠点の形成
災害に強いICTの研究開発とテストベッドの構築
耐災害ICT成果の社会実証・社会での利用の促進

▲耐災害ICT研究センター

1/27/2017

ツイッター利用者

DISAANA

情報提供者

Twitter

①災害に強い光ネットワーク
技術の研究開発

②災害に強い無線
ネットワーク技術の研究

③リアルタイム社会知解析
システムの構築

サイネージ

センサーや
制御機器等

無線メッシュ無線局

ユーザ端末（スマホ
やタブレット、PC等）

Wi-Fi エリア

可搬アドホック・
メッシュ無線局

衛星車載局

無人飛行機

災害時にも切れにくく、かつ迅速
に構成できる無線ネットワーク

光ネットワークにおける災害時
の輻輳回避や応急復旧技術の開発

ツイッターデータの収集と分析に
よる災害状況の提供技術
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衛星通信車載局

応急無線ネットワーク

ポータブルIP-PBX
(NTT未来ねっと研）

合成開口レーダPISAR2画像

多言語音声翻訳アプリ
「VoiceTra」

聴障者支援アプリ
「こえとら」
聴障者接遇支援アプリ
「SpeechCanvas」

対災害情報分析システム(DISAANA)
災害状況要約システム(D-SUMM)

熊本地震におけるNICTの技術による被災地支援
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熊本地震被災地における支援活動※
高森町における無線インターネット環境の提供(2016.4)

(NICTとNTT未来ねっと研の協力）

ワイヤレス
メッシュネット
システム
（NICT）

ICTユニット
（アタッシュケース型）

（NTT)

WiFiを経由して、
スマホによる通話
サービス提供

衛星回線
（～50Mbps）

Wi-Fi
ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ

インターネット・
電話接続

ポータブル
IP-PBX

スマートフォン

VPN回線

高森町役場庁舎内

高森町役場ロビー
（住民向け）

被災地
（高森町役場）

衛星携帯電話

被災地外
（NICT鹿島）

WINDS（きずな）
車載地球局
（NICT）

• 現地での活動：4月１８日－20日
• ※内閣府SIP「レジリエントな防災・減災機能の強化」プロジェクトの下で両機関が

協力して実施
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WINDS
超高速インターネット衛星
「きずな」

Wi-Fi
ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ

NICT車載地球局

ポータブル
ICTユニット

(アタッシュケース型）
ポータブル
IP-PBX

個人のスマートフォン端末

直径100m程度

VPN

衛星携帯電話 被災地外

VPNで被災地～
被災地外を接続

NICTメッシュ
ネットノード

1. 普段のスマートフォンやタブレットを活用した音声通話とデータ通信を提供(直径100m範囲)。
2. 各衛星サービス事業者・インターネット等との接続により、遠隔地との発着信を実現。

3. アタッシュケースにて持運び可能なコンパクト設計。電源ボタン一つで利用開始(10分以内)。
連続８時間使用可。（同梱するバッテリで駆動する場合）

ポータブルICTユニットの被災地展開

NICT鹿島宇宙技術センター
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熊本地震被災地の支援活動概要
(NICT, NTT未来ねっと研）

現地活動のまとめ
 迅速に、自分のスマホで、Wi-Fi経由で(通信事業者に依らず）

通信可能
・衛星携帯を使えば、簡便にかつ場所を選ばない。
・車載衛星地球局（きずな）により、多数の端末で同時使用可

課題と改善点

(1) より早く現場へ投入
 可搬装置を迅速に現地投入必要（発災後1日以内）
 車両等および各種機器類は遅れて運用開始
⇒必要最小限機器は、非常通信手段として自治体等へ導入促進
⇒あるいは全国の総合通信局への配備を進める(一部実施済み)

(2) 現場ニーズに対応した機能の拡充
 音声通話だけでなく、メッセージ通信（メール,SMS等）や、

地図（地理空間情報）の利用ニーズ、ネットワークカバー域の
拡大のニーズ等

支援活動の結果
 役場1F室内及びロビーにWi-Fiアクセスポイントを設置
 最大同時に30名程度が利用された(トラフィック分析から推定)
 現地設置時には、携帯電話等が完全ではないが使用可能な状況

であり、効果は限定的であったが、非常通信手段として高森町
職員から好評を得た。

住民の方が共用スペース(町が充電
サービス提供)でWiFiを利用

執務室でのインターネット利用
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 自治体、工場社員、住民が参加した地域での情報伝達実験
• 住民等参加者 約30人が、スマホ端末により情報共有
• 市域に応急ネットワークを設置（徳島県鳴門市、(株)大塚製薬工場）

自治体と連携した非常通信実験（徳島県鳴門市）
（NICT, NTT未来ねっと研、防災科学技術研究所)

鳴門第二中学校

鳴門市消防本部
（災害対策本部）

1210m

里浦小学校

1180m
大塚製薬工場

895m

860m

558m

うずしお会館

カメラ(海岸監視）

衛星携帯

ICTユニット

屋上設置無線機(上)；
実験機材(災害対策本部)(下)

8
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カメラ(海岸監視）

衛星携帯

•一斉同報通話
•グループ通話

•テキストメッセージ
•映像配信
•ローカルクラウド
•写真共有
• (インターネット環境)

１～５ｋｍ
災対本部

応急ネットワークを使った情報伝達実験
（鳴門市、(株)大塚製薬工場 9月8日）

無線アドホック
メッシュネットワーク

【NerveNet】

「音声が聞き取れ、情報交換
が行えた（14.7%）「音声が
聞き取りづらかったが、情報
交換は行えた」（44.1%）

端末は個人
持ちスマホ

海岸映像
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‘DISAANA’（対災害情報分析システム）
医療、飲料、食料に関するつぶやきを地図上に表示

熊本地震：
今何が起きて
いるか？

1/27/2017
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DISAANAの熊本地震での活用に関する報道等
【テレビ】
• 4月20日 NHK（福岡）NHKニュースチェック11
• 4月21日 NHKおはよう日本
• 4月21日 フジテレビみんなのニュース
• 4月23日 日本テレビズームインサタデー
• 5月13日 TBS Nスタ

【主要新聞報道等】
• 4月27日 毎日新聞、熊本地震「つぶやき」リ
アルタイム検索で被災者支援(Web)

• 4月27日 日本経済新聞他、NICTの対災害SNS
分析システム、熊本地震を受け分析対象を日本
語ツイート100％に拡大

• 5月10日 西日本新聞（3面）
• 5月11日 読売新聞夕刊（1面）「つぶやき分
析政府、熊本地震で初活用」

【これらの他、韓国での報道も含め多数の報道あり】

DISAANAへのアクセス数推移

 DISAANAによるツイッター分析機能に、熊
本地震関連の利用を容易にするリンクやバナ
ー作成等を通じて、一般利用を促進

 内閣官房のツイッター分析班（平成28年度熊
本地震被災者生活支援チームツイッター分析
班）もDISAANAを活用

 DISAANAの有効性を認めたTwitter社の協力に
より、4月23日から100%（※）の日本語ツイー
トを対象に、分析機能を提供（100%の日本語
ツイートを対象とした分析は5月31日終了）

（※）通常は、日本語ツイートの10%を対象とし
て分析機能を提供

地域の災害状況を更にわかりやすく
「災害状況要約システム」

D-SUMM（ Disaster-information SUMMarizer）
2016年11月から公開

対災害SNS情報分析システム(DISAANA)の
熊本地震での貢献
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熊本地震発生1時間後のD-SUMMによる分析結果例

 DISAANA同様ツイッター（つぶやき）投稿後、結果はD-SUMMに数秒以内に反映。ほぼリア
ルタイムで被災状況を把握可能。

 熊本地震においては、発災後わずか１時間以内には、建物倒壊、負傷者発生、停電、ガス
漏れ、信号故障等の被災概況が把握できていた。

 現地機関からの報告やマスコミ報道を待つまでもなく、初動対応に活用可能。

４月１４日２１：２５－
２２：２５のツイート
を要約した画面

対象エリア：熊本県

情報通信機器（携帯）がつながらない

熊本市

益城町

被災報告の多い
エリアから表示

建造物が崩れる
電気トラブル（停電）になる

ガスのトラブル（ガス漏れ）が発生する

※熊本地震：４月１４日（木）２１：２６に前震発生

阿蘇市

1/27/2017
http://disaana.jp/d-summ/ にて一般公開中

http://disaana.jp/d-summ/
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4月16日1：30－13：30の
ツイートを要約した画面

複数の意味的カテ
ゴリーを選択可能
→色分けされて地
図上に表示

さらに選択された
カテゴリーの報告
件数を表示し、規
模感の把握を支援

※熊本地震本震：４月１６日（土）１：２５に発生

1/27/2017

救助と道路が同時に表示されている箇所では、救助にあたり、道路が使えない可能性
があるなど被災状況の俯瞰的把握を支援

熊本地震本震発生から12時間後までのD-SUMMによる地図表示例
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まとめ

東日本大震災の教訓を下に耐災害ICTの研究開発推進

技術を熊本地震被災地支援に活用
応急ネットワーク技術 (被災地で通信確保）
ツイッターデータ分析結果の提示(DISAANA)
現地でのニーズの検証と使い勝手等の課題の確認

防災訓練等における新技術の周知と体験機会の提供
既存電話、インターネット不通に備えた訓練の必要性
 DISAANA/D-SUMM利用に対する実証実験等の提供

社会実装の促進
訓練等でのユーザ意見の反映と改善
耐災害システムの導入：多様な利用形態に対応
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